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ヤ
マ
ハ
発
動
機
は
ボ
I
ト

や
船
舶
に
取
り
付
け
る
船
外

機
で
世
界
シ
ェ
ア
約
初
%
を

誇
る
。
製
造
拠
点
と
な
る
静

岡
県
袋
井
市
の
袋
井
南
工
場

は
、
エ
ン
ジ
ン
シ
リ
ン
ダ
ー

の
表
面
処
理
工
程
に
お
け
る

薬
液
槽
の
加
温
方
法
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
を
追
求
。
2
0

1
1
年
冬
に
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

〈H
P）
を
導
入
し
、
蒸
気

ボ
イ
ラ
と
の
併
用
に
よ
る
加

温
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
築
き

二
酸
化
炭
素
〈
C
0
2
）
の

排
出
量
を
年
間
で
約
m
J分

削
減
し
た
。

ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
会
社
全

体
で
の
C
0
2
削
減
目
標

は、

C
O
2
排
出
量
を
限
界
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利
益
で
割
っ
た
C
0
2
原
単

位
を
年
間
平
均
で
1
%
削
減

薬
液
槽
加
温
シ
ス
テ
ム
構
築

す
る
内
容
。
こ
の
1
%
削
減

の
目
標
を
各
工
場
に
課
し
て

い
る
。
袋
井
南
工
場
の
日
年

の
C
0
2
削
減
目
標
は
日

J。

H
P導
入
の
貢
献
は
大

き
い
。同

工
場
は
建
築
面
積
が
約

3
万
4
0
0
0
平
方
M
と
広

い
。
蒸
気
ボ
イ
ラ
は
工
場
の

北
端
で
集
中
管
理
し
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
塗
装
前
処
理

工
程
や
、
今
回
H
Pを
導
入

し
た
表
面
処
理
工
程
に
蒸
気

熱
を
配
管
で
送
る
。

も
と
も
と
表
面
処
理
工
程

は
工
場
の
南
側
に
あ
り
、
配

袋
井
南
工
場

の
表
面
処
理

工
程
。
今
後

は
蒸
気
レ
ス

化
を
目
指
す

J

企
：
j
i－
－

…
の
製
品
を
6

一
台
組
み
合
わ

一
せ
た
同
幻
キ
ロ

一
円
一
ッ
仕
様
。
複

…
数
台
を
組
み

一
合
わ
せ
る
こ

一
と
で
故
障
時

一
の
影
響
を
小

一
さ
く
し
、
メ

・－MM
雲市

H

・
H

・
－
ふ
ン
テ
ナ
ン
ス

蒸
気
お
%
減
、

管
が
約
2
5
0
M
と
長
く

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が
大
き

い
」
〈
清
水
勝
治
ヤ
マ
ハ
発

動
機
マ
リ
ン
事
業
本
部
M
E

事
業
部
袋
井
南
工
場
管
理
課

る
と
い
う
。

小
規
模
な
施
設
で
の
試
験

的
な
導
入
だ
っ
た
が
、
今
回

の
H
P導
入
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
を
年
間
約
1
5

5
万
円
削
減
す
る
こ
と
に
成

功
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の

費
用
も
白
万
円
削
減
し
た
。

今
後
は
表
面
処
理
工
程
の

薬
液
槽
に
補
助
加
熱
用
の
電

気
ヒ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
、

同
工
程
の
蒸
気
レ
ス
化
を
目

指
す
。
さ
ら
に
塗
装
前
処
理

工
程
へ
の
展
開
も
計
画
。
将

来
は
成
果
を
ほ
か
の
工
場
に

展
開
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。

〈
浜
松
・
松
本
直
樹
）

〈
次
回
は
日
日
付
に
掲
載

し
ま
す
）

宮
盛
マ
所
在
地
U
静
岡
県
袋
井
市
マ
主
要
生
産
品
目
U
船

開
幽
外
機
マ
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
U
3
1
0
9
J民

間
組
〈
原
油
換
算
、
ロ
年
ロ
月
期
見
通
し
）
マ
年
間
C
O

軍
轟

2
排
出
量
U
5
1
6
4
J
〈
同
）

ク
ア
ッ
プ
に
設
定
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
、
蒸
気
使
用
量
を
お
%
削

減
で
き
た
。

ま
た
ボ
イ
ラ
蒸
気
を
使
用

す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
蒸
気
が

約
1
5
0
度
C
と
高
温
に
な

る
。
こ
の
た
め
薬
液
層
と
の

熱
交
換
プ
レ
ー
ト
に
不
純
物

が
こ
び
り
付
き
や
す
く
、
熱

交
換
の
効
率
低
下
を
防
ぐ
た

メ
ン
テ
省
力
化

主
務
）
。
そ
の
た
め
試
験
的

に
H
P
の
導
入
を
決
め
た
と

い
う
。H

Pは
東
芝
キ
ャ
リ
ア
製

で
、
加
熱
能
力
4
・
5
Jけ
ッ

も
し
や
す
く
し
た
。
薬
液
層

は
化
学
反
応
を
促
す
た
め
に

印
度
｜
日
度
C
に
保
つ
必
要

が
あ
る
。
メ
ー
ン
の
加
温
を

H
Pと
し
、
蒸
気
熱
を
バ
ッ

め
の
保
守
を
2
カ
月
に
1
回

程
度
し
て
い
た
。

H
P
で
は

加
熱
水
温
が
日
度
l
m
度
C

と
比
較
的
低
温
の
た
め
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
回
数
が
減
ら
せ


